













































































































































































































































































































































































































































































二年生になってからは、 「ああいうことがあった」 話す回数 多く


















































































われは、素朴に疑問を持った。文科省の政策的な意図や、学校の教育的意図、地域からの期待、現代社会にとっての意義……、われわれはそうした観点から生徒 学びを見てしまうことが多いのではないだろうか。そのこと自体が有意義であることは間違いないが、そのまえに、そもそも生徒にとって 高校魅力化の取り組みはどのような意味を持っているのか。私たちは そうした素朴な疑問に取り憑かれた。　
われわれの高校調査は、これまで参与観察が中心であり、個々の場












































良くできるなら、良くしていけば いことです。 」など 語りに見られるように、地元を好きか否かでは くて、働きかける対象として地元を見 ことがで 。しかも、それを自分自身の言葉で語るこ ができている。　
第三は、生徒は、 「三崎は自分がしなければ誰もしてくれないことが
たくさんあります。自分から積極的にやる必要があるので、誰かを待つのではなくて自分で前に出ていけるようになったのが一番、成長したところ す。 」 、 「活動のなかでたくさん人前に出 機会が増えたの 、人前で話す力や緊張をしなくなった面では成長できまし 。 」 、 「距離近いので、あの子に言ったらしてくれそ 、と うのが見て分 るようになりました。それで同じ学年の人にも話し けられるようにもなったし、変われ 」 、 「悩む前にとりあえずやってみたらいい、と思うことが増えました。 」などと語っ おり、学んだ 思うこと、成長したと思うことに関しては 仲間との関係作りが上達し ことや、人前
で話せるようになったことが語られている。しかもそうした成長をしたことに自覚的であり、しっかりと語ることが出来ることである。	 第四は、
	 三崎高校は卒業後に地元を離れて県内外の大学に進学する者
の割合も高い。インタビュー対象の生徒は、卒業後に ったん地元を離れてから地域や友人とどう関わるかという視点か 自分の将来を考えていた。このことは、生徒が自発的 「関係人口」すなわち、町外に住みながら町に関心を持ち町 対する支援を行う としての自分の将来像を描き始めている う点で興味深い。　
三崎高校の取り組みの生徒にとっての大きな意味は、文科省が描い
ている地域学校協働を成功させることで ない。また、地方創生という社会的使命を達成することでもない。そうしたことに意味がないわけでは無いし、そうしたことを意識し 学ぶことは地域 のつな りが強い高校教育の重要なゴールでもある　
しかし、生徒は笑顔を見ることを強い動機付け している。学びの
面では、自分自身の成長を自覚 自分の言葉 語ることができている。進路意識の形成の面では、高校の地元地域 どのように関わるかという視点（関係人口の視点）を含んだ進路意識を自発的に形成している。　
これらのことは、文科省の政策的な意図や、学校の教育的意図、地
域からの期待、現代社会からの要請とはやや異 るもの ある。インタビューの中で語られたことは、地域 特色 生かした教育の学習指導や進路指導が狙いとしていることに対し 再考を促すものである。
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最後になりましたが、三崎高校の生徒と先生方の協力をえて、生徒
インタビューの実施と本報告書への掲載を行わせていただきました。感謝いたします。　
また、本報告書を手にした中学生とその保護者の方に対しては、本
報告書を三崎高校での高校生活を知る機会としていただけると幸いです。
　
本誌の著作権の全ては本研究会に帰属します。
　
ただし、出典を記載し あれば、本誌の一部 たは全部を複製や改変や再配布
することができます。　
本誌をみなさんでご活用いただけましたら幸いです。
	
　
ただし写真に関 ては、写真を抜き出して複製や改変 て利用する場合には、
愛媛県立三崎高等学校の許可を得ることを条件といたします。　
本誌に使用されている写真は、愛媛県立三崎高等高校から提供を受け、本誌で
の使用の許可を得ています。
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